












また､ 今年度も､ 授業への導入として､ 授業のな
かで多読教育を試みた｡ ラングは､ 昨年度に引き続
き､ 今年度前期の ｢ライティングⅠ｣ において多読























(OBW)､ Penguin Readers (PGR)､ Macmillan
Readers (MMR)､ Cambridge English Readers
(CER)､ Foundations Reading Library (FRL)､
Footprint Reading Library (FPR)､ I Can Read
Books ( ICR ) ､ Oxford Wolf Hill ､ Curious
George､ Nate the Greatなど人気主人公を据えた
シリーズものがある｡ また､ 映画をもとにした物語
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もとに作成した ｢多読読書記録手帳 1st Stage｣ を
配布した｡ 以降､ 授業期間内に､ 本学図書館のグルー



























５が ｢とてもそう思う｣､ ４が ｢まあそう思う｣､ ３
が ｢どちらでもない｣､ ２が ｢あまりそう思わない｣､






















ントである｡ そして､ 問３の4.3ポイント､ 問１の


























今回の ｢多読クラブ｣ は､ これまでの活動と比べ､
出席率が低かった｡ 実施の面で筆者らがこれまで確
認してきた ｢多読クラブ｣ の課題として､ 活動日の
設定が難しいということがあり､ これらの課題を解
消すべく検討をしてきたが､ 十分な対応にまでは至



































イント ｢とてもそう思う｣ が４人､ ４ポイント ｢ま



























する学生が出るようになった｡ また､ 今回の ｢多読
クラブ｣ には参加していないものの､ これまでの
























































































ず､ 多読により自律的な読者が育つ｡ だが､ 教師に
よる継続的な支援と助言なしでは､ 学生は多読を続



























竹森徹士 小玉容子 ラング クリス：多読教育の発展的試み － 13 －
受講生は15名で､ 90分16回の授業のうち12回を
Moby Dickに充てた｡ 授業では１ページ前後の単

























































































Tongue Twister他 (10分)：'Peter Piper'､ 'Sally
Sells Seashells by the Seashore' ､ 'Humpty
Dumpty'､ 'This is the House that Jack built'｡
１日１タイトルを基本に繰り返し､ 口をしっかり動
かす､ ②ORTシリーズの音読 (20分)：レベル２
(YL0.2) からスタート｡ 基本は､ 講師が読み､ 参
加者がリピートする､ ③CD付きのエリック・カー
ル絵本他の読み聞かせ練習 (20分)：Brown Bear,
Brown Bear, What do you see?､ From Head to
Toe､ DrawMeaStar､ AVeryHungryCaterpillar､






(ORT２～３､ 12冊)､ ２日目：1,342語 (ORT２～
３､ 18冊)､ ３日目：1,406語 (ORT３～４､ 12冊)､
４日目：1,341語 (ORT４､ ９冊)､ ５日目：1,421
語 (ORT４､ ９冊) だった｡ ５日間で､ 6,181語







たです｡ 絵本も､ 絵を見て話すので､ 読みやすいし､
わかりやすいです｣ と､ 絵本の音読に興味を示し､
2時間目には､ ｢音楽と一緒に音読をして楽しかった



























































































１) 竹森､ 小玉､ ラング ｢多読・多聴による英語力
向上を目指して｣､ および竹森､ 小玉､ ラング
｢多読教育の成果と展開―2009､ 2010年度の多読
教育から―｣ を参照｡
２) 竹森､ 小玉､ ラング ｢多読教育の成果と展開｣
19､ 22を参照｡
３) 竹森､ 小玉､ ラング ｢多読教育の成果と展開｣
22､ ２を参照｡ 2009年度後期､ 2010年度前期に実
施した ｢多読クラブ｣ での平均読書語数は､ それ
ぞれ6.2万語､ 5.7万語であった｡
４) 例えばBurger, Elley and Mangubhai, Elley,
Hafiz and Tudor, Janopolous, Krashen, Lai,




びたという｡ Mason "Free Voluntary Reading
and Autonomy" 参照｡
６) 竹森､ 小玉､ ラング ｢多読教育の成果と展開｣
21を参照｡
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